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２学期スタート！！
～充実した２学期に～

２学期がスタートしました。家庭での生活はいかがでしたでしょうか。
新型コロナウイルスの爆発的な感染拡大を受けて、なかなか思う
ような夏休みにすることができなかったところもあったかもしれ
ません。しかしながら、夏休みという長期期間、家庭中心で過ごした
時間は子どもたちにとって心に栄養を満たす大事な時間となったこと
と思っています。
（もちろん、それに対応したご家庭の苦労はいうまでもありません）
１学期末の終業式で子どもたちと交わした約束「死なないこと」を全員が守ってくれたこと本

当にうれしく思っています。学校と家では生活のリズムが全く違います。学校では、２学期スタ
ートにあたり、新型コロナウイルス感染症への対応の徹底はもちろん、「生活のリ
ズム」を戻すことに力を入れていきます。どうぞご家庭においても、「起床時刻」「就寝
時刻」「食事の時刻」等、できるだけ一定にしていただき、子ども達ができるだけ早く学校生活
のリズムに乗れるようにご協力をお願いします。

２学期始業式は終業式と同じようにテレビ放送で行いまし
た。「死なない」という約束を守ってくれた喜びから話は始
まりました。そして、２学期に予定されている行事などを昨
年度の写真から想起してもらいました。また、始業式の後に
は、短時間で登校班についての連絡を行いました。集合時刻
（７時３０分以降の学校到着にあわせて）、あいさつの状況、
登校時の約束事など各地区でもご確認ください。
さあ、どんな２学期になるのか。２学期も「わくわくをつく

りだすこと」「気づき 考え 実行すること」「行動化」「＋αの心」等を大事にしながら進めて
まいります。ご支援ご協力をよろしくお願いします。

新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて
～「命」最優先の対応継続～

新型コロナウイルス感染症第７波の広がりを学校としては大変心配しています。感染力が強い
という特性だけでなく、社会全体には行動制限はなく、いつ感染してもおかしくないという状態
が続いているからです。子どもの命を守ることはもちろん、同居する家族の命も守らなくてはな
りません。そして、感染拡大による「教育活動の停止」は何としても避けたいと考えています。
学校としては、これまで同様、「命」を最優先に、できる限りの対応をとっていきます。
つきましては、行事等の変更、急な対応のお願い等も考えられます。学校からの文書等につい

てはしっかりご確認ください。早速ですが、以下の行事を中止とします。
【中止とする活動】8/29（月） 鑑賞教室 よろしくお願いします。

同居の家族が濃厚接触者になった場合の対応
新型コロナウイルス感染症については、同居の家族が「陽性」の判定を受けた場合、「同居す

る家族は保健所により全員『濃厚接触者』に特定され、一定期間の自宅待機をする。」という流
れで対応してきました。また、同居の家族が「濃厚接触者」になった場合については、保健所等
の指示がないかぎり、濃厚接触者以外の他の家族には行動制限等は課されないのが通常でした。
しかしながら、現在の感染状況、今回のコロナウイルス BA5 の感染力の強さ等を踏まえ、学

校として感染拡大を防ぐためには「外からウイルスを持ち込まないこと」が基本であることを考
え、次のような対応への協力をお願いしたいと考えています。

同居家族が濃厚接触者になった場合は、濃厚接触者になった方が抗原検査やPCR検査等の
結果で「陰性」が確認されるまでは、児童の登校を見合わせことにご協力ください。

（出席停止扱い）※不明な点はお問い合わせください。

※学校を起因とする感染拡大防止、教育活動停止の回避に向けて、どうぞよろしくお願いします。

 

輝け！北っ子！


